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第６５回 箕面市地域公共交通活性化協議会 会議録 

１．日 時 

令和８年３月２７日（金）　午後２時００分～午後４時００分 
 
２．場 所 

箕面市役所　本館３階　委員会室 
 
３．出席者 
　　　（会長） 

・箕面市副市長　竹内優介 

（副会長） 

・大阪大学大学院工学研究科教授　土井健司 

・箕面市地域創造部長　荻野知崇 

（委員） 

・富山大学都市デザイン学部都市・交通デザイン学科准教授　猪井博登 
・阪急電鉄株式会社沿線まちづくり推進部部長　阿瀬弘治 
・北大阪急行電鉄株式会社鉄道事業部長　安田崇司 
・阪急バス株式会社自動車事業本部営業企画部部長　野津俊明 
・一般社団法人大阪タクシー協会専務理事　井田信雄 
・阪急バス労働組合副執行委員長　石崎宏司 
・大阪モノレール株式会社総務部審議役　稲葉武司 
・みのおの交通を考える会の代表　永田よう子 
・箕面市身体障害者福祉会会長　羽藤隆 
・オレンジゆずるバス再編検討分科会副分科会長　藤井健三 
・東急不動産 SC マネジメント株式会社みのおキューズモール総支配人　村木俊一 
・国土交通省近畿運輸局交通政策部交通企画課長 大塚保洋（オブザーバー） 
・国土交通省近畿運輸局大阪運輸支局首席運輸企画専門官（総務企画）　田中郁代 
・国土交通省近畿運輸局大阪運輸支局首席運輸企画専門官（輸送）　桒原岳志 
　（代理出席）運輸企画専門官　藤原弘暁 
・大阪府都市整備部交通戦略室交通計画課長　江藤良介 
　（代理出席）課長補佐　井本昌彦 
・大阪府箕面警察署交通課長　廣瀬尚記 
　（代理出席）交通総務課長　渕上勝寛 
・豊能町総務部総合政策課長　山内拓（規約第１１条第４項の規定により出席） 
・豊能町総務部総合政策課主査　西野晶彦（規約第１１条第４項の規定により出席） 
・箕面市市政統括監　加藤玲子 
・箕面市みどりまちづくり部長　小山郁夫 
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（欠 席） 

・大阪大学大学院工学研究科助教　葉健人 
・箕面商工会議所副会頭　松出末生 
・大阪船場繊維卸商団地協同組合専務理事　山口裕 
・国土交通省近畿運輸局自動車交通部旅客第一課長　和田　治（オブザーバー） 
・国土交通省近畿地方整備局大阪国道事務所管理第二課長　明知顕三 
・大阪府池田土木事務所参事兼地域支援・企画課長　遠藤洋一 
・箕面市健康福祉部長　岡本秀 
・箕面市教育委員会事務局子ども未来創造局長　藪本正博 

 
 　以上、委員２７名のうち２０名出席、オブザーバー１名出席、 

規約第１１条第４項の規定により２名出席 
 
４．議　題 

（１）規約・規程の改正（案）について 
（２）オレンジゆずるバスの運行状況について 
（３）オレンジゆずるバスの利用促進について 
（４）令和７年度予算の補正（案）について 
（５）令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
（６）ＡＩオンデマンド交通実証運行事業について 
（７）止々呂美・箕面森町地区における区域外旅客運送について 
（８）その他 
　　　・北部地域における箕面有料道路通行料助成及び「はんきゅうグランドパス 70」購入助成 

について 
　　　・豊能町東西デマンドタクシーについて 
 
５．議事要旨 

（１）規約・規程の改正（案）について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑応答なし】 

 

（２）オレンジゆずるバスの運行状況について 

【意見・質疑応答なし】 

 

（３）オレンジゆずるバスの利用促進について 

【意見・質疑応答は次のとおり】 

○無料乗車イベントのチラシについて、すごくよくできており、知っていたら乗ろうと思う。ただ、

周りに聞いてみたら、これを見たと言う人がほとんどいなかった。８０００枚以上配っているのに、

すごく残念な気がした。小学生は、保護者に学校からの配布物を渡さないというのが最近は当たり
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前のようである。保護者向けに tomolinks でも周知しているとのことだが、せっかくなら、効果の

あるやりかたを工夫すべき。資料にはバス利用の姿勢が一定見られたと書いているが、この数字で

ここまで言い切っていいのか。確かにオレンジゆずるバスは小・中学生が乗りやすいバスではない

が、もう少し利用促進に繋がったといえるような結果でないと利用促進が図られたとはいえない。 

　　→今回の実施にあたって、まず乗っていただく小学生に対し、チラシを学校から配付した。また、

広報紙「もみじだより」やホームページ、箕面市公式Ｘで広報を実施した。それに加え、チラシ

が保護者まで行き渡らない可能性も考慮し、保護者に対して tomolinks でチラシを配信した。そ

れでも、保護者が情報に気づいていないケースがあるので、次回は実施期間も長くすることも踏

まえ、広報を工夫できればと考えている。 

 

○次回、いつ実施するか分かれば広報に協力する。 

　　→令和８年度は実施期間を２ヵ月に拡大し、５月と６月、９月と１０月の年間２回実施する予定。

令和７年度は夏と冬に実施したので、令和８年度は春と秋に実施する予定。 

 

○今回、８，４７３枚の配付に対し利用が１１８人ということで、前回から微々たる増加となってい

る。全生徒にチラシを配られているということだが、どういう形で配られているのか。立派なチラ

シと思うが、せっかく努力して作られた想いと公共交通の活性化という点からみても、もう少し事

前に伝えておけば利用も伸びるのではと思う。配付時の学校での案内の仕方がどのようなものかは

わからないが、届いてないのはやはり流れが悪いのではないか。いろんな通達がある中のひとつな

ので埋もれがちになり、手間がかかった割に効果があまりなかった結果となったのではないかと思

う。利用率をあげるべくもっと工夫したほうがよい。 

 

○オレンジゆずるバスのサポーター店制度についてホームページを拝見すると、随時情報が更新され

ており、特典内容がアップデートされている。サポーター店制度は、箕面市にとっては当然のこと

として実施されているが、全国的には珍しく、１０年以上継続して実施されており、事務局が大変

努力していると感じている。全国的にも珍しい事例であるからこそ、市民にも知ってもらえるよう

頑張っていただきたい。 

 

○サポーター店制度の最近の傾向や利用されている店舗など教えてほしい。 

　　→現状のサポーター店制度の利用状況について、利用が最も多い場所はキューズモールで、次に利

用が多い場所は、ライフプラザの中にある福祉ショップ「ゆっくり」。他は利用が少ない状況。 

 

○前向きな変化を期待する声がある一方で、収支率５０％の目標値がある中、住民の声に応えるに至

っていない。そこをいかにクリアして次の市立病院の移転を目指してやっていくか。オレンジゆず

るバスは高齢者世代には浸透してきたが、子育て世代や若者たちへの対策が十分でない。広報戦略

も、利用が見込めるターゲットに焦点を絞って対応するべき。その一つとして、各地域に自治会な

ど様々な団体があるので、連携していくべき。広報戦略の現状と展望についてお答えいただきたい。 

　　→ご指摘の通り現在利用者の大半が高齢者であり、若い世代の利用が少ない。今回の無料乗車イベ

ントにおいては、小学生あるいはその保護者世代に集中して実施しており、乗車券を配付してい

る。その他の取組について、令和８年度以降に新たに大学と連携して、大学生の若い視点を活か
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した検討もしていく。また、オレンジゆずるバスのサポーター店制度についても、サポーター店

マップを作成し配布することを考えており、引き続きＰＲしていきたい。他の団体との連携につ

いては、現在はバスマップや乗り方のパンフレットの配布を約３０箇所の公共施設などで広く実

施している。また他の団体とも効果的な広報ができればそちらも検討していく。 

 

○無料乗車イベントのチラシにはクーポンがついているのか。単なるチラシとクーポン付きチラシで

は周知度が変わる。また小学生向けの他の市町村の取組として、バスの中に小学生が描いた絵を掲

示して、その絵を見に乗ってもらう取組がある。また車内アナウンスを子供にしてもらいそれを流

すことで、それを聞きにファミリーのかたが乗りにくる事例もある。バスに乗ること自体が目的で、

交通手段プラスαの価値を提供するのが次のステージみたいなところがある。チラシ自体も大事に

してもらい、受け渡しなどにより広がっていくとよい。 

　　→無料乗車イベントのチラシには、QR コードをチラシに掲載し、QR コードのリンク先からサポー

ター店の情報を確認いただけるようにしているが、特別なクーポンはつけていない。なお、配布

するチラシにオレンジゆずるバス 1日乗車券との引換券をつけている。 

 

○２月の無料乗車イベントを実施した際に、アンケートに回答するとオレンジバスグッズをプレゼン

トするとなっていたが、アンケートの回答数は増えたのか。 

　　→アンケート回答数は前回より増えなかったが、無料乗車イベントで乗っていない人からも前回同

様広く意見はいただけたので、景品配布の効果はあったと考えている。 

 

○今回のイベントが利用促進になったかというと非常に難しいところであるが、小学生の社会的スキ

ルの向上というのが、顕著な効果として挙げられる。大学連携は、少なくとも５年くらいかけて計

画を作っていただきたい。単年度で実施となると、どうしても大学側で時間に余裕のある寒い時期

になってしまうので、利用の環境としてよくない。５年くらいでしっかり計画を作っていただいて、

恒常的に学生に参加してもらい、研究室の活動もサポートできる取り組みがあればよいと思う。ま

た、現在中高生では社会学習として探究学習というものがあり、教員がテーマ探しに苦労されてい

る。公共交通は探究学習に非常によいテーマになるので、大学だけでなく中高生も含めて幅広くや

っていけるとよい。 

 

（４）令和７年度予算の補正（案）について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑応答なし】 

 

（５）令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑応答は次のとおり】 

○令和８年度は協議会のみで、分科会の開催はないとのことだが、各分科会は解散したということか。

もう一点は、予算の収入のうち、介護保険を利用した補助金が、令和７年度も補正し、増えている。

令和８年度予算も若干ではあるが増えている。これは高齢者の利用者が増えたということで、今後、

収支率の改善を図る中で、利用者を増やしていくと、高齢者の数も増えていくと思うが、補助金の
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上限はあるのか。 

　　→まず１点目の分科会について、解散ではなく、病院移転の際の検討において、改めて開催させて

いただく想定。検討過程については今後検討していく。２点目の介護補助金について、介護保険

事業全体で考えると、その他の事業に取り組んでいる中の一部でゆずるバスの高齢者割引の財源

に充てており、その他の事業によって上限が変わるため、一概にこの場でお答えするのは難しい。

無料乗車イベントや大学連携などの取り組みを通じ、収支の改善を検討していきたい。 

　　→介護保険も厳しい状況のなかで、上限が当然ある。収支率５０％を目指して利用促進を実施して

も、限界があって、最終的にはどこかを補正しないといけなくなる。これはそんなに遠くない時

期だと思う。今後、対策の必要があるという認識は持つべき。 

　　→仰るとおり。北大阪急行が延伸した時に高齢者運賃も含めた割引の検討において、再編後の利用

状況等が不透明であることからいったん据え置きにさせていただいている経緯がある。令和８年

度から本格運行に移行することもあり、一定期間経過したタイミングで高齢者運賃をはじめとし

た割引運賃について検討させていただきたい。 

 

○分科会はメンバーを入れ替えるのか。 

○市立病院の移転に併せての再編検討が必要ということで、いつ頃を想定されているか。 

　　→病院移転が令和１３年度中で予定されている。オレンジゆずるバスの市立病院移転を見据えた見

直しスケジュールやどのようなメンバーで検討していくか等については今後検討していく。 

 

○中東の戦争による燃料の高騰と供給についてニュース等で様々報道されているが、例えば京都市交

通局でも燃料費が２倍になったなどの話が出始めている。今のところ阪急バスではそこまでではな

いと聞いているが、燃料費が上がることについて、市のほうでも予算を確保しておいていただいた

ほうが良い。 

　　→供給が滞っているという情報は入っていないが、単価は一気に上昇した。 

　　→阪急バスと連携をとりながら、必要に応じ、補正予算等で予算を確保していきたい。 

 

 

（６）ＡＩオンデマンド交通実証運行事業について 

【意見・質疑応答は次のとおり】 

○収支率は横ばいで５％くらいとのことだが、利用者数が増えれば収支率は目標値に近づいてくるの

か、それとも乗り合いしないと収支率は改善されないのか。 

　　→まずは利用者数を増やすことで目標収支率に近づくと考えている。ある程度まで利用者数が増え

た段階で、乗り合い率を高め、稼働率を高めていくことが重要と考えている。現段階では利用者

数の増加に努めていきたい。 

 

○小・中学生がクラブや塾に行くにあたり、自分だけで乗る場合があると聞いている。チラシには現

金支払いの際、「おつりがないようにご準備ください」と書いているが、小学生が一人で乗られた時

に、１，０００円札しか持っておらず、運転士が近くの自販機まで一緒に乗っていき自販機で崩し

てと言われた事例があったとのこと。不親切ではないが、小学生からすると、すごく不安度が高く、

継続した乗車につながらないのではないか。釣銭に対し、何か対策はできないのか。 
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　　→ＡＩオンデマンドのバスの特性といたしまして、道路上、歩道上に乗降ポイントがあることから、

利用者を乗せて出発するまでに長い時間停車できないことや運転士にオペレーションで負荷を

かけないため、おつりがないように準備してくださいという運用をしている。継続した利用への

取り組みは必要であり、今後、運行事業者とも相談し、改善に向けて検討したい。 

 

○利用促進策について内容を説明していただきたい。 

　　→利用促進策の概要について、リーフレット等の運行エリア内の全戸配布はすでに配布している。

駅やイベントでのＰＲ活動については、昨年度では、７月の無料乗車ＤＡＹに向けた駅前でのチ

ラシの配架や、運行開始前には農業祭へのブース出展を行った。令和８年度も引き続き多くのか

たに見ていただける広報を実施したい。無料乗車ＤＡＹは、ある一定の期間、どなたでも無料で

利用いただける日を設けた。令和８年度については同じ形式とするかは今後の検討だが、利用の

きっかけを作っていきたい。乗車チケットは、令和７年度から実施している。ガラシア病院から、

「病院利用者に、のるーとを使ったサービス提供はできないか」という相談を受け、後払い式の

乗車チケットの運用を開始した。事務局から病院・施設などの事業者に対し乗車チケットを渡し、

病院・施設の利用者に事業者から乗車チケットを渡していただくと、利用者は乗車チケットを投

函することでのるーとをご利用いただける。タクシー事業者は使われた枚数だけ、事業者に対し

請求いただくスキームとしている。令和８年度は、適用事業者を拡大出来るよう、交渉していき

たい。その他、地域のかた等に対する広報ツールとして、令和７年度はのるーと箕面の概要や利

用方法について説明動画を作成し、YouTube にて配信をした。その動画を活用するなどして、地

域の勉強会と連携して利用を促していきたい。 

 

○市議会から提言の中に、必要であれば別の交通モードの検討も視野に入れることとあるが、何か検

討しているのか。 

　　→まずはのるーとを本格的に運行していくため利用促進などに取り組んでいきたい。その中で、利

用者数が確保しきれず、これ以上の収支率が厳しいという際には、例えば豊中市で実施されてい

る乗合型のタクシーなどモードが違うものを再度検討する必要がある。現時点においては、のる

ーとを継続的に運行できるように各種利用促進策を頑張っていきたい。 

 

（７）止々呂美・箕面森町地区における区域外旅客運送について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑応答は次のとおり】 

○補足になるが、大阪府内には営業区域が７つあり、今回の問題として、箕面市を含む北摂交通圏と

いう営業区域と、豊能町と能勢町を２つ合わせた豊能郡という営業区域があり、乗車地と降車地が

両方とも営業区域外になってしまう運送は区域外運送となり、法令上問題がある。箕面森町は、北

摂交通圏になるが、箕面市に営業区域を持っているタクシー会社が、箕面森町から遠いところに営

業所を構えているためなかなか配車に行けず、豊能町に営業所を構えている京都タクシーに配車依

頼が来る。箕面森町から京都タクシーに配車依頼が来て、行く先が豊能郡でないと、北摂交通圏外

－北摂交通圏外となり、配車依頼を受けることができない。区域外運送については、期間を区切っ

たうえで、一部の区域に限り、国が支障ない場合、区域外運行を認める制度になっている。今回の

協議の位置づけについて、区域外運行として認める箕面市の地域公共交通会議において、区域外運
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行が必要あるという協議が調うことで国が支障ないとして認めることとなっている。 

 

○豊能の交通圏と北摂交通圏について、微妙に運賃が違ったような気がするが、運賃そのままという

ことは、豊能町や能勢町で営業されている運賃で箕面市のかたも使えるということか。 

　　→京都タクシーが認可されている運賃で行うということで、大阪府の場合はすべて運賃区域は一緒。

加算距離を前倒しにして初乗りを安くするという運賃制度が北摂にはあるが、運賃自体は一緒と

なる。 

　　→運賃ブロックは大阪府で一体で、事業者ごとに運賃が異なることはあるが、運賃の幅については

大阪府は一つの運賃ブロックになっている。 

 

○協議事項の４で実施期間を１年とするとあるが、法的には何年という縛りはない中、１年実施して、

その後、何年するかも含めて今後この協議会で決めていくということか。 

　　→然り。 

 

○関連事業者の調整状況について、阪急バス、北摂交通圏のタクシー会社の調整状況はいかが。 

　　→事前にタクシー協会から説明があり、事情は理解したところ。箕面森町・止々呂美から箕面萱野

駅まで運行するバスもあるが、影響を及ぼすということは考えられないので、問題ないと考える。 

　　→北摂交通圏の事業者で一つの組織を作ってという支部会があり、この案について提案し、異論は

出なかった。 

　　→支部に加盟されているタクシー会社を具体的に教えていただきたい。 

　　→阪急タクシー、池田タクシー、未来都、東京・日本交通、ひかり交通、北摂交通がある。東京・

日本交通、ひかり交通、北摂交通などは箕面森町からだいぶ離れており、そこまで営業しに行く

ようなことも無いと思う。そのかたがたも含め支部会で異論は出なかった。 

 

（８）その他 

【意見・質疑応答は次のとおり】 

○乗合タクシーについて、障害者の場合は半額ということだが、セダン型のタクシー車両に障害者も

乗れるのか。 

　→運行しているタクシーは普通のタクシー車両になるが、事前予約制のため、そういったご要望が

あればリフト付き車両で対応する。 

 

　○国交省本省と協議した際、これから先の公共交通の課題として厚労省とどのように連携していくか

という話があった。専門学会で特に病院の移設あるいは設置と合わせ公共交通をどう再編するかと

いうことが非常にこれから大きな課題となると言われており、箕面市において、ネットワーク再編

は一段落したが、５年後の病院の移設に向け、前広に今から準備していく必要がある。私が関わっ

た自治会で、病院の赤字というのは非常に自治体の財政を痛めるため、病院を赤字にするくらいな

らば、公共交通への補助はサポートしやすく、財政支出する方がよいのではという議論があり、実

際にそれを実現した事例もある。そういった観点から、市の基幹施設を公共交通でサポートしてい

くことがこれからは重要となる。多くのかたがこれから病気あるいはフレイルということを経験さ

れる中で、予防手段として公共交通をどう活用するかが重要である。国がそういうことを考えてお
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り、本市もできれば早めにそういった議論ができればとよい。 

　　→公共交通のサポートというのは、病院に行きやすい環境を整備することで健康寿命を促進したり、

病院の赤字経営も助けるということか。 

　　→外出がしやすい環境を構築することで健康予防にもつながることが考えられる。 

 

　○原田市長が、就任前から箕面の交通を改革すると仰っている。その中で箕面市のＦＭラジオにおい

て、市長がアナウンサーと対談する形式で、時々の箕面市のテーマをわかりやすく話しているが、

箕面市の地域公共交通の話題が上ったことは私が知る限りない。広報の話題もあったが、身近なツ

ールで、毎週定期的に市長が登場している。公共交通をＰＲをしていただいたらどうか。市長には

公共交通の議論の深まりとか進捗状況をどの程度共有しているのか。 

　　→バス路線の見直しについては市民と一緒に各分科会等で検討してきたが、市長にもどういう意見

があったかも含め検討内容を報告している。また、事務局として整理をする際においても市長に

報告のうえ、協議会で議論を進めてきた。市長からの広報について、バス路線の見直し後の運行

やパブリックコメントを実施する際には、ＦＭラジオの番組の中でもＰＲいただいた。引き続き

協力しながら、協議会とともに検討していきたい。 

　　→会長としても、市長と適宜連携を図っている。 

以上


